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椎津城 築城

甲斐武田氏

信政—信守—信昌—信縄—信虎—信玄—勝頼

上総武田氏 信長—信高—信興—信勝—信保—信隆—信政
（真理谷武田氏）

信応—信高—

時代 年号 出来事

1192 源頼朝　幕府開く

1208 実朝疱瘡を患う

1333 鎌倉幕府滅ぶ

南北朝 1338 足利尊氏幕府開く

1392 南北朝合一

1397 金閣寺造営

1455 古河公方

1456 武田信長　椎津城築城

1460 妙經寺開山(日暁上人)

1467 応仁の乱

1538 第一次国府台の戦い

1555 川中島の戦い

1560 桶狭間の戦い

1563 第二次国府台の戦い

1575 長篠の戦い

1576 織田信長　安土城入城

1582 本能寺の変

1585 豊臣秀吉　関白

1590 小田原攻め・椎津城落城

1596 瑞安寺開山(照譽上人)

1600 関ヶ原の戦い
1601 結城氏 姉崎神社殿造営

1603 徳川家康　江戸幕府開く

1607 姉崎藩　置藩

1615 大阪夏の陣(豊臣家滅ぶ)

1825 異国船打払令

1827 鶴牧藩　置藩

1860 桜田門の変

1867 慶喜　大政奉還
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桃
山

江
　
 
 
　
戸

要害
◇主要道路の分岐点

（房総往還・久留里西往還）
◇海上交通の拠点

（椎津の湊） 2
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椎津城の合戦

将軍家

足利尊氏—義詮—義満—
鎌倉公方 —基氏—氏満—満兼—持氏

古河公方 —成氏—政氏—高基—晴氏—
小弓公方 義明—頼純—国朝

（喜連川氏）

足利公方の対立が原因

南北朝 1338 足利尊氏幕府開く

1392 南北朝合一

1397 金閣寺造営

1455 古河公方

1456 武田信長　椎津城築城

1460 妙經寺開山(日暁上人)

1467 応仁の乱

1517 武田信保 足利義明を迎える

1519 足利高基感状写・椎津城初見

1532 武田信隆・信政椎津城へ

1534 信隆・武田信足利義明に敗れ
る1538 第一次国府台合戦・信隆復帰

1543 種子島に鉄炮伝来

1552 信政・里見義堯に敗れる

1555 川中島の戦い

1560 桶狭間の戦い

1560 北条氏・椎津大普請を行う

里見氏配下となる

1563 第二次国府台合戦・北条配下

1567 三船山合戦・　里見配下

1575 長篠の戦い

1576 土気城酒井氏椎津城番（北条

1576 織田信長　安土城入城

1582 本能寺の変

1585 豊臣秀吉　関白

1590 小田原攻め・北条氏滅亡

椎津城落城・廃城

1596 瑞安寺開山(照譽上人)

1600 関ヶ原の戦い
1601 結城氏 姉崎神社殿造営

室
町
　

（
戦
国
時
代

）

安
土
桃
山 足利二つ引き
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椎津城の合戦

武田家の内紛が原因

足利公方の対立が原因

信長—信高—信興—信勝—信保—信隆—信政
（真理谷武田）

信応—信高—

南北朝 1338 足利尊氏幕府開く

1392 南北朝合一

1397 金閣寺造営

1455 古河公方

1456 武田信長　椎津城築城

1460 妙經寺開山(日暁上人)

1467 応仁の乱

1517 武田信保 足利義明を迎える

1519 足利高基感状写・椎津城初見

1532 武田信隆・信政椎津城へ

1534 信隆・武田信足利義明に敗れ
る1538 第一次国府台合戦・信隆復帰

1543 種子島に鉄炮伝来

1552 信政・里見義堯に敗れる

1555 川中島の戦い

1560 桶狭間の戦い

1560 北条氏・椎津大普請を行う

里見氏配下となる

1563 第二次国府台合戦・北条配下

1567 三船山合戦・　里見配下

1575 長篠の戦い

1576 土気城酒井氏椎津城番（北条

1576 織田信長　安土城入城

1582 本能寺の変

1585 豊臣秀吉　関白

1590 小田原攻め・北条氏滅亡

椎津城落城・廃城

1596 瑞安寺開山(照譽上人)

1600 関ヶ原の戦い
1601 結城氏 姉崎神社殿造営

室
町
　

（
戦
国
時
代

）

安
土
桃
山

椎津小太郎義昌のモデル？

信長—信高—信興—信勝—信保—信隆—信政
（真理谷武田）

信応—信高—
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椎津城の合戦

足利公方の対立が原因

南北朝 1338 足利尊氏幕府開く

1392 南北朝合一

1397 金閣寺造営

1455 古河公方

1456 武田信長　椎津城築城

1460 妙經寺開山(日暁上人)

1467 応仁の乱

1517 武田信保 足利義明を迎える

1519 足利高基感状写・椎津城初見

1532 武田信隆・信政椎津城へ

1534 信隆・武田信足利義明に敗れ
る1538 第一次国府台合戦・信隆復帰

1543 種子島に鉄炮伝来

1552 信政・里見義堯に敗れる

1555 川中島の戦い

1560 桶狭間の戦い

1560 北条氏・椎津大普請を行う

里見氏配下となる

1563 第二次国府台合戦・北条配下

1567 三船山合戦・　里見配下

1575 長篠の戦い

1576 土気城酒井氏椎津城番（北条

1576 織田信長　安土城入城

1582 本能寺の変

1585 豊臣秀吉　関白

1590 小田原攻め・北条氏滅亡

椎津城落城・廃城

1596 瑞安寺開山(照譽上人)

1600 関ヶ原の戦い
1601 結城氏 姉崎神社殿造営

室
町
　

（
戦
国
時
代

）

安
土
桃
山

北条氏と里見氏の対立が原因

武田家の内紛が原因

現在の城跡はこの時のもの？
？？

歴史から消える

里見氏：二つ引両北条氏：三つ鱗 7



南総里見八犬伝

南総里見八犬伝
伏姫の母は椎津城主の娘

1603 徳川家康　江戸幕府開く

1607 姉崎藩

1615 大阪夏の陣(豊臣家滅ぶ)

1639 鎖国

1674 水戸光圀 妙経寺泊

1687 生類憐みの令

1695 義僕市兵衛の奮闘

1702 赤穂浪士討入

1713 瑞安寺文殊菩薩漂着

1714 椎津八坂神社社殿再建

1717 大岡越前　江戸奉行

1721 出羽三山参拝(初見)

1731 享保の大飢饉

1783 天明の大飢饉

1787 松平定信　寛政の改革

1801 伊能忠敬　上総測量

1802 十返舎一九房総道中記

1812 孝子五郎

1814 馬琴　南総里見八犬伝

1825 異国船打払令

1827 鶴牧藩　置藩

1830 天保の大飢饉

1841 水野忠邦　天保の改革

1851 佐久間象山、大砲を試射

1853 ペリー浦賀来航

1854 日米修好通商条約調印

鶴巻藩史記評林改訂

1860 桜田門の変

1867 慶喜　大政奉還

江
　
 
 
　
戸



主郭（一ノ郭）全景 一ノ堀現状

概要
椎津城跡は、養老川左岸の東京湾を望む台地先端に位置する南北約220m、東西約250mの

規模の中世の城郭跡である。現状で主郭を囲む土塁や、曲輪群（城の内外を土塁、石垣、堀な
どで区画した区域の名称）、堀跡が良好に残っている。

本城跡は、15世紀後半以降、真里谷武田氏による西上総支配の拠点であったと考えられ、上
総進出をめざす里見氏と小田原北条氏が争奪をくり返す最前線であったことが知られている。
房総で史料に名称が確認できる数少ない中世城郭であり、千葉県の中世史を知る上できわめ
て重要な城跡である。

種別 史跡
所在地 市原市椎津695番1ほか
所有者 市原市ほか

椎津城跡 しいづじょうあと

県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより
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椎津城城主変遷の記録

足利高基感状写し・喜連川文書

南北朝 1338 足利尊氏幕府開く

1392 南北朝合一

1397 金閣寺造営

1455 古河公方

1456 武田信長　椎津城築城

1460 妙經寺開山(日暁上人)

1467 応仁の乱

1517 武田信保 足利義明を迎える

1519 足利高基感状写・椎津城初見

1532 武田信隆・信政椎津城へ

1534 信隆・武田信足利義明に敗れ
る1538 第一次国府台合戦・信隆復帰

1543 種子島に鉄炮伝来

1552 信政・里見義堯に敗れる

1555 川中島の戦い

1560 桶狭間の戦い

1560 北条氏・椎津大普請を行う

里見氏配下となる

1563 第二次国府台合戦・北条配下

1567 三船山合戦・　里見配下

1575 長篠の戦い

1576 土気城酒井氏椎津城番（北条

1576 織田信長　安土城入城

1582 本能寺の変

1585 豊臣秀吉　関白

1590 小田原攻め・北条氏滅亡

椎津城落城・廃城

1596 瑞安寺開山(照譽上人)

1600 関ヶ原の戦い
1601 結城氏 姉崎神社殿造営

室
町
　

（
戦
国
時
代

）

安
土
桃
山

鎌倉飯香岡八幡宮の快元僧都「快元僧都記」

北条家朱印写・下総旧事五

千葉胤富書状写・豊前氏古文書抄

里見義弘書状・吉川文書
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当時の地形が良好に保存
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現在の地形
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現在の地形

江戸時代の絵図
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現状におけるイメージ
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遊歩道作成

竹チップ遊歩道 よみがえった主郭

竹木の破砕
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